
繭
益
智
旭
の
戒
学

(利
根
川
)

鵜

益

智

旭

の

戒

学

利

根

川

浩

行

明
代
仏
教
界
の
巨
匠
と
称
さ
れ
る
智
旭
が
い
か
な
る
戒
律
観
を
も
つ

て
い
た
か
、
卍
続
蔵
経
に
収
め
ら
れ
て
い
る
師
の
著
述
を
中
心
に
検
討

す
る
。

霊
峰
繭
益
大
師
宗
論
巻
首
、

八
不
道
人

(智
旭
)
伝
に
は

ニ
メ

ス

セ
ソ
ト

ヲ

テ

ヲ

ニ

ニ
バ

ク

ト
ス

ヲ

ニ
バ

ク

ト
ス

三
十

二
歳

擬
レ
註

二
梵
網

齢作
ニ
四
國

一問
レ
仏

一

日
宗
二
賢

首

一
二

日

宗
二
天

ヲ

ニ
バ

ク

ト
ス

ヲ

ニ
バ

ク

ラ

ツ

ヲ

ニ

ス

ノ

ヲ

テ

ニ

ム

ヲ

ニ

台

一三

日
宗
二
慈
恩

一四

日

自
立
レ
宗
頻
拮

二得

台
宗
醐

一於
レ
是
究

二
心
台
部

一

メ

で
ヲ

ノ

ト

ノ

ノ

く

シ

而
不
レ
肯
レ
為

二

台
家

子
孫

一以
下
近
世
台
家

与
二禅
宗

賢

首

慈

恩

一各

執
二
門

ヲ

ヲ

ハ

ス
ル
コ
ト

ナ
リ

庭
一不
上
レ能
二和
合
一

故

也

(三
左
)

と
、
梵
網
経
を
注
釈
し
よ
う
と
す
る
時
、
く
じ
に
依

つ
て
天
台
を
宗
と

し
た
こ
と
、
智
旭
は
当
時
の
天
台
宗
人
に
不
満
を
抱

い
て
い
た

こ
と
を

記
し
て
お
り
、
師
を
天
台
宗
の
僧
と
云
う
事
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
智
旭
自
身
が
梵
網
合
口註
縁
起
に

次
探
法
華
玄
義
摩
詞
止
観
等
書
。
私
淑
台
家
教
観
。

(卍
続
蔵
六
〇
・
三

一
〇
右
)

と
述
べ
て
、
天
台
智
顕
に
私
淑
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
経
典
解
釈
に
五

重
玄
義
を
用
い
て
い
る
こ
と
等
か
ら
天
台
教
学
に
よ
つ
て
い
た

こ
と
は

確
か
で
あ
る
。

重
治
砒
尼
集
要
序
に
次
の
記
述
が
見
え
る
。

子
生
干
万
暦
二
十
七
年
。
巳
亥
五
月
初
三
日
亥
時
。
壬
戌
五
月
初
七
日
。
髭

髪
出
家
。
是
為
二
十
四
歳
。
次
年
騰
月
八
日
。
受
具
戒
於
雲
棲
和
尚
像
前
。

又
次
年
。
受
菩
薩
戒
於
雲
棲
和
尚
塔
前
。
皆
古
徳
法
師
為
阿
闇
梨
。

(卍
続
蔵
六
三
・
一
六
四
右
)

こ
の
記
述
か
ら
、
智
旭
が
古
徳
法
師
(
不
詳
)
を
戒
師
と
し
て
二
十
五
歳

の
時
具
足
戒
を
受
け
(先
受
小
戒
)
翌
年
菩
薩
戒
を
受
け
た
こ
と
(後
受
大

戒
)
、
雲
棲
和
尚
を
尊
崇
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
雲
棲
和
尚

と
は

釈
氏
稽
古
略
続
集
に
録
さ
れ
て
い
る
雲
棲
大
師

と
同
人
と
思
わ
れ
る
。

雲
棲
大
師

譲
株
宏
。
字
仏
慧
。
号
蓮
池
。
…
乙
卯
年
寂

(大
正
蔵
四
九
・
九
五
三
下
)

こ
の
雲
棲
株
宏
は
智
顕
撰
と
さ
れ
る
菩
薩
戒
経
義
疏
に
戒
疏
発
隠
と
云

う
注
書
の
撰
者

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

宗
論
巻
首
、
八
不
道
人
伝
に

テ

ニ

テ

ニ

ス
ル
コ
ト

ク

ス

ノ

ヲ

ハ
チ

ス

随
二
無
異
禅
師

一至
二
金
陵

一盤
桓

百
有
十

日
尽
諸
二
宗
門
近
時
流
弊

一乃

決
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ヲ

ニ

ニ意
弘
律
一

(三
左
)

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
智
旭
の
目
か
ら
見
た
当
時

の
仏
教
界
は
満
足
す

べ
き
状
態
に
な
か
つ
た

こ
と
、
こ
れ
を
復
興
す
る
為
に
は
出
家
僧
侶
の

持
律
が
肝
要
で
あ
る
と
し
た

こ
と
が
知
れ
る
。

こ
の
様
に
、
「
意
を
弘
律
に
決
」
し
た
智
旭
の
戒
律
観

は
、
先
ず
法

華
経
会
義
に

約
二出
家
一論
二持
戒
一者
菩
薩
律
儀
通
二子
七
衆
一比
丘
篇
聚
局
在
二大
僧
一只
此

篇
聚
於
二諸
戒
中
一最
尊
最
貴
以
二是
七
衆
上
首
一故
也
然
以
二自
度
心
一持
レ之

則
便
為
二声
聞
戒
一以
下求
二無
上
道
一心
上持
レ之
則
便
為
二菩
薩
戒
波
羅
蜜
一就
二

無
上
道
一復
有
二
四
別
一謂
依
二…
四
種
四
諦
一所
レ発
四
弘
誓
願
也

(卍
続
蔵
五
〇
・
二
〇
四
右
)

と
述
べ
て
、
菩
薩
戒
を
意
識
し
な
が
ら
も
、
比
丘
の
篇
聚
即
ち
具
足
戒

を
最
上

と
し
て
い
る
こ
と
、
但
し
、

こ
れ
を
四
種
四
諦
に
よ
つ
て
発
す

る
四
弘
誓
願
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
○
智
旭
の
こ
の

説
は
、

天
台
智
顕
が
法
華
玄
義
に

廻
向
具
足
無
上
道
戒
者
。
即
是
菩
薩
於
ニ諸
戒
中
幻

具
ニ四
弘
六
度
叩

発
願

要
心
廻
二向
菩
提

故
名
二大
乗
戒
殉

(大
正
蔵
三
三

・
七
一
七
上
)

と
、
説
く
主
張
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

智
旭

の
こ
の
説
は
砒
尼
事
義
集
要
序
に

問
。
比
丘
律
蔵
。
本
属
声
聞
。
梵
網
戒
経
。
方
為
大
経
。
今
云
四
級

(五
・

十

・
比
丘
・
菩
薩
戒
)
皆
円
頓
境
。
則
大
小
璽
分
。
又
既
称
円
頓
。
則
一
種

已
足
何
須
四
級
。
答
。
円
人
受
法
。
無
法
不
円
。
既
稟
法
華
開
顕
之
旨
。
一

色

一
香
無
非
中
道
。
量
有
戒
法
而
不
円
頓
。
故
法
華
玄
義
云
。
開
麓
者
。
砒

尼
学
即
大
乗
学
。
…
若
謂
一
種
已
足
。
則
華
厳
七
処
九
会
。
亦
可
云

一
処

一

会
已
足
耶
。

(卍
続
蔵
六
三
・
一
六
八
左
)

と
説
き
、
四
分
律
蔵
大
小
持
戒
健
度
略
釈
に

智
者
大
師
云
三
帰
五
戒
十
善
二
百
五
十
皆
是
摩
詞
衛
荊
難
尊
者
云

一
止
一
作

無
レ非
二法
界
一又
云
戒
無
二大
小
一由
二受
者
心
期
一…
是
知
大
乗
以
二此
戒
一為
レ

本

(卍
続
蔵
七

一
・
一
左
)

と
説

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
判
然
と
す
る
。
即
ち
、
優
婆
塞
は
五

戒
を
沙
弥
は
十
戒
を
受
持
す
べ
き
で
あ
り
、
比
丘
は
四
分
律
を
大
乗
戒

と
し
て
受
持
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
然
と
も
思
え
る

こ
れ
ら
の
説
を
智
旭
が
再
三
述

べ
て
い
る
こ
と
は
、
逆
に
当
時
の
仏
教

教
団
に
お
け
る
持
律
態
度
の
弛
緩
を
示
し
て
い
る
様

に
思
わ
れ
る
。

智
旭
の
こ
の
態
度
は
菩
薩
戒
受
戒
に
お
い
て
も
同
様

で
あ
る
。
師
は

し
ば
し
ば
そ
の
著
述
の
首
に
自
身
を
菩
薩
沙
弥
と
記
し
て
い
る
。

仏
説
梵
網
経
菩
薩
心
地
品
玄
義菩

薩
沙
弥
古
呉

智
旭
述

明

菩
薩
比
丘
温
陵

道
肪
訂

(卍
続
蔵
六
〇
・
二
九
九
右
)

こ
の
菩
薩
沙
弥
、
菩
薩
比
丘
は
珍
ら
し
い
用
語
で
あ
る
が
、
梵
網
経
合

主
こ
ま

大
乗
律
法
。
錐
是

一
切
律
之
所
朝
宗
。
然
既
通
於
七
衆
。
故
於
比
丘
五
篇
七

聚
名
義
。
伍
須
隠
而
不
説
。
蓋
菩
薩
比
丘
。
及
比
丘
尼
。自
応
学
砒
尼
集
要
。

繭
益
智
旭
の
戒
学

(利
根
川
)
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繭
益
智
旭
の
戒
学

(利
根
川
)

及
律
蔵
全
書
。
…
若
菩
薩
沙
弥
。
菩
薩
優
婆
塞
等
。
只
須
依
此
修
学
。
而
篇

聚
名
義
。
尚
非
分
内
之
所
応
知
。
万
万
勿
求
先
知
。

(卍
続
蔵
六
〇
・
三
一
〇
左
)

と
、
菩
薩
沙
弥
、
菩
薩
比
丘
に
加
え
て
、
菩
薩
比
丘
尼
、
菩
薩
優
婆
塞

の
語
も
見
え
る
。

こ
の
記
述
は
、
菩
薩
比
丘

・
比
丘
尼
は
律
蔵
を
学
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
菩
薩
沙
弥

・
優
婆
塞
は
菩
薩
戒
を
学
ぶ
必

要
が
あ
る

こ
と
を
主
張
し
て
い
る
が
、
特
に
、
沙
弥

・
優
婆
塞
が
篇
聚

の
戒
(五
篇
七
聚
11
具
足
戒
)を
知
ろ
う
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
説
い
て
い

る
と
こ
ろ
に
智
旭
の
特
色
が
示
さ
れ
て
い
る
。
菩
薩
沙
弥
等
に
関
し
て

智
旭
の
説

明
は
見
ら
れ
な
い
が
、
砒
尼
事
義
集
要
に
は

問
。
五
戒
。
十
戒
。
比
丘
。
菩
薩
。
喩
如
重
楼
四
級
。
故
日
。
不
受
五
戒
而

受
十
戒
。
乃
至
不
受
比
丘
戒
而
受
菩
薩
戒
。
倶
無
有
是
処
。
是
則
次
第
之
義

昭
然
。
今
胡
許
沙
弥
受
菩
薩
戒
。
山豆
不
違
金
口
誠
言
。
答
。
重
楼
之
喩
。
蓋

是

一
往
明
其
次
第
。
必
欲
執
之
。
則
優
婆
塞
亦
不
得
受
菩
薩
戒
 
。
既
可
許

優
婆
塞
。
胡
独
不
許
沙
弥
。
沙
弥
乃
反
不
及
優
婆
塞
耶
。

(卍
続
蔵
六
三
・
一
六
八
左
)

と
記
し
、

更
に
、
在
家
律
要
広
集
に
は

次
当
繊
悔
以
洗
罪
葱
。
然
後
可
受
三
帰
。
或
三
年

一
年
。
極
少
四
月
。
方
許

進
受
五
戒
。
深
明
開
遮
持
犯
。
一
一
清
浄
。
方
許
進
受
菩
薩
大
戒
。
此
乃
遵

仏
遺
敷
。
不
許
膿
等
。
或
有
利
根
。
欲
頓
受
者
。
亦
須
次
弟
別
時
。
如
寅
時

授
三
帰
回
向
已
。
至
午
時
授
五
戒
。

(卍
続
蔵
二
・
十

一
・
三
六
四
右
)

と
記
し
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
文
か
ら
智
旭
当
時
の
受
戒
制
度
を
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
原
則
と
し
て
五
戒

・
十
戒

・
比
丘
戒

・
菩
薩

戒
は
順
次
受
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
こ
と
、
但
し
、
五
戒
を
受

け
た
優
婆
塞
が
菩
薩
戒
を
受
け
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
た

こ
と

(
こ

の
在
家
に
お
い
て
も
受
三
帰
戒
・
受
五
戒

・
受
菅
薩
戒
の
順
は
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
)
、
沙
弥
が
比
丘
戒
を
受
け
ず
に
菩
薩
戒
を
受
け
る
こ
と
は
問

題

と
さ
れ
る
が
智
旭
は
こ
れ
を
許
し
た
こ
と
等

で
あ
る
。
更
に
、
以
上

の
資
料
か
ら
菩
薩
沙
弥
等
の
語
を
推
論
す
る
と
、
沙
弥
に
し
て
菩
薩
戒

を
受
け
た
も
の
を
菩
薩
沙
弥
、
優
婆
塞
に
し
て
菩
薩
戒
を
受
け
た
も
の

と
菩
薩
優
婆
塞
等
と
称
し
た
か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
智
旭
は
m
頭

の
伝
記
に
記
し
た
様
に
、
比
丘
戒
、
次
い
て
菩
薩
戒
を
受
け
て
お
り
、

そ
れ
な
ら
ば
菩
薩
比
丘
と
称
す
べ
き
で
あ
る
の
に
菩
薩
沙
弥
と
自
称
し

て
い
る
こ
と
は
疑
問
で
あ
る
。
法
華
経
会
義
に

先
大
後
小
伍
名
二菩
薩
比
丘
一

(卍
続
蔵
五
〇
・
三
六
七
右
)

と
あ
り
、
智
旭
が
先
小
後
大
の
順
に
受
戒
し
た

こ
と
と
関
連
が
あ
る
か

と
思
わ
れ
る
が
断
定
は
で
き
な
い
。

砒
尼
事
義
集
要
に
は
更
に
、
次
の
智
旭
の
説

が
見
ら
れ
る
。

問
。
念
仏
一
門
。
広
大
簡
易
。
信
応
奉
行
。
但
能

一
心
念
仏
。
自
然
止
悪
防

非
。
何
須
乾
乾
窮
年
学
律
法
。
名
相
浩
繁
。
已
非
簡
易
。
果
極
声
聞
。
又
非

広
大
。
恐
不
若
専
宏
浄
土
法
門
之
妙
也
。
答
。
持
戒
念
仏
。
本
是

一
門
。
原

非
異
轍
。
浄
戒
為
因
。
浄
土
為
果
。
若
以
持
名
為
蓮
。
学
律
為
紆
。
既
違
顧

命
誠
言
。

(卍
続
蔵
六
三
・
一
六
六
左
)

念
仏
門
は
広
大
に
し
て
易
、

具
つ
止
悪
作
善

の
用
あ
り
、

一
方
持
律
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は
そ
の
果
声
聞
位
を
極
め
る
の
み
に
し
て
、
具

つ
難
と
の
説

に
対

し

て
、
持
律
と
念
仏
は
因
果
の
関
係
に
あ
つ
て
別
の
法
門
に
あ
ら
ず
、
念

仏
を
菩
提

へ
の
近
道
と
し
て
こ
れ
の
み
に
依
り
、
持
戒
を
回
り
道
と
し

て
こ
れ
を
忌
避
す
る
こ
と
は
仏
の
遺
勅
に
背
く
も

の
と
す
る

こ
の
説

は
、
当
時

の
仏
教
界
の
風
潮
と
、

こ
れ
に
対
す
る
智
旭
の
態
度
を
明
確

に
示
す
も

の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
念
仏
と
持
戒
に
関
す
る
智
旭
の
説

は
、
日
本
仏
教
に
お
け
る
所
謂
る
戒
浄
双
修
説
と
共
通
す
る
も
の
で
あ

り
、
興
味
深
い
。

智
旭

の
易
き
に
つ
く
こ
と
を
誠
め
る
説
は
、
同
じ
砒
尼
事
義
集
要
に

問
。
末
世
鈍
根
。
只
宜
要
略
。
四
分
律
蔵
。
世
尚
畏
其
繁
環
支
離
。
置
之
高

閣
。
今
此
集
要
。
援
引
諸
家
。
益
覚
紛
雑
。
何
不
直
宗
四
分
戒
本
。
略
加
労

註
釈
疑
。
有
何
不
可
。
答
喜
略
不
喜
広
。
自
是
末
世
通
病
。
…
(

同
)

と
述
べ
て
、
略
を
喜
こ
び
広
を
厭
う
こ
と
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

こ
の
記
述
は
逆
に
、
略
を
喜

こ
ば
す
広
を
厭
わ
ず
と
云
う
智
旭
の
厳
格

な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

中
国
天
台
戒
律
史
に
お
い
て
最
も
論
義
の
的
と
な
つ
た
も
の
は
戒
体

説
で
あ
る
。
天
台
大
師
智
顕
は
次
第
禅
門
等
に
大
乗
心
法
戒
体
説
を
記

し
、
菩
薩
戒
疏
に
性
無
作
仮
色
戒
体
説
を
主
張
し
て
お
り
、
特
に
、
趙

宋
天
台
期

の
諸
師
は
矛
盾
す
る
両
戒
体
説
を
い
か
に
会
通
す
る
か
に
腐

心
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
智
旭
は
梵
網
経
玄
義
に

先
陳
五
義
。
一
釈
名
。
二
顕
体
。
三
明
宗
。
四
弁
用
。
五
教
相
。
…
二
顕
体

者
。
…
次
会
義
疏
無
作
戒
体
者
。
…
今
正
乗
戒
成
修
。
何
須
復
談
理
体
。
所

以
於
三
重
中
。
錐
名
出
体
。
乃
是
戒
之
当
体
。
非
是
所
依
理
体
。
以
理
体
属

性
。
戒
体
属
修
。
理
体
於
五
重
中
属
体
。
戒
体
於
五
重
中
属
宗
。

(卍
続
蔵
六
〇

・
二
九
九
右
-
三
〇
八
左
)

と
説
く
。

菩
薩
戒
義
疏
の
三
重
玄
義
解
釈
を
天
台
智
顎
通
例
の
五
重
玄

義
に
改
め
て
梵
網
経
を
解
釈
し
て
い
る
点
に
智

旭

の
特
色

が
見
ら
れ

る
。
「義
疏
の
無
作
戒
体
を
会
す
」
の
項
に
お
い
て
、
普
旭
は
経
体
と
戒

体
の
別
か
ら
、
当
体

・所
依
、
性

・
修
に
よ
り
、
五
重
玄
義
に
お
い
て
は

経
体
は
体
に
属
し
戒
体
は
宗
に
属
す
る
も
の
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
の

様
に
、
五
重
玄
義
と
三
重
玄
義
の
相
違
に
着
目

し
、
無
作
戒
体
を
会
通

し
た
智
旭

の
態
度
は
、
従
来
の
会
通
の
仕
方
と
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
性
無
作
仮
色
を
、
梵
網
経
合口
註
に
は

戒
体
者
。
不
起
而
已
。
起
即
性
。
無
作
仮
色
。
磐
公
釈
云
。
謂
此
戒
体
。
不

起
則
已
。
起
則
全
性
○
而
性
修
交
成
。
必
有
無
作
仮
色
。

(卍
続
蔵
六
〇
・
三
一二
五
左
)

と
自
説
を
述
べ
ず
、
磐
公
の
説
を
紹
介
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
説

は
智
旭
が
尊
崇
し
た
雲
棲
株
宏
が
菩
薩
戒
義
疏
発
隠
に

言
此
戒
体
不
起
則
已
。
起
即
是
性
。
性
起
交
成
。
所
謂
全
性
是
修
。
全
修
是

性
。
故
有
無
作
。

(卍
続
蔵
五
九
・
三
三
五
右
)

と
述
べ
る
説
に
酷
似
し
て
い
る
。
し
か
し
株
宏
を
磐
公
と
呼
ぶ
資
料
は

見
当
ら
な

い
。
戒
に
関
し
て
磐
公
と
云
う
師
の
著
述
が
あ
つ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
不
明
な
点
が
多
く
、
後
学
を
期
す
。

(大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
)

繭
益
智
旭

の
戒
「学

(
利
根

川
)
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